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• 授業を対象としたパスファ
インダー 

• 担当教員と図書館員が協
力して作成 

• 授業内容に即した図書や
Webサイトなどを掲載 

• Webページ*で公開の他、
印刷体も配布 

• 特に、主題知識の乏しい学
部１・２年生へのナビゲー
ションツールを目指す 

 

*http://alc.chiba-u.jp/pathfinder/ 

授業資料ナビゲータ 
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授業資料ナビコーナー 
本館N棟２階ブックツリー 

授業別に配架 

「貸出可」と「館内用」
の２冊を用意 
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ICタグ 

アンテナ 

リーダライタ 

制御システム、 
管理用PC 

ＲＦＩＤ（Radio Frequency IDentification）       
  ⇒タグとリーダ（無線機器）との間の無線通信技術 
 

※帝人株式会社との共同実験として実施 4 



2013年度前期 授業資料ナビ 

教養コア科目 教養展開科目 文学部科目 計 

29 11 5 45 

作成科目数 

※作成ナビ数は36 

貸出可 館内用 計 

378 426 804 

ナビコーナー配架冊数 

※469タイトル 

普遍教育科目 専門教育科目 
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利用時間についてのデータ① 
利用時間階級別 利用回数分布 
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利用時間についてのデータ② 
平均利用時間の学期内推移 

8/1～8/7 
試験期間 

利用時間のばらつき 
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資料の利用傾向についてのデータ 

貸出回数 0回 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 

タイトル数 282 81 48 32 18 4 4 

貸出回数が多い＝ 
よく使われている？ 

貸出回数が少ない＝ 
使われない？ 

貸出がなかった図書は本当に
使われていないのだろうか。 

貸出回数が少ない。 

専門的な内容の書
籍は、紹介されても

読まれない？ 

図鑑や辞書、事典類
の貸出が少なかった

が・・・ 図書よりもインターネッ
トからの情報？ 

※2013年度前期 教員アンケートより 10 



• 貸出０回の中でも、151
タイトルは館内利用が
ある。 

• 図鑑や絵本等、貸出は
少ないが、館内では手
に取られている資料が
ある。 

• 貸出回数だけでははっ
きりと見えない、「よく利
用されている資料」が
見える。 
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本日のまとめ 

• 授業資料ナビコーナーに導入したRFIDシステムによっ
て、館内で資料が「手に取られた」利用についての
データが得られるようになった。 

• 利用回数は、学期の最初と試験前の２つの山があ
る。 

• 利用時間は、10分未満と、1時間以上5時間未満の２
つの山がある。 

• １回の利用時間は、学期の後半にいくにつれて長くな
る傾向にある。 

• 「手に取られた」利用も含めて評価することにより、今
までわからなかった資料の利用が見えてくる。 
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今後の展望 

更に分析をすすめる 
 
 
 
 

質的解釈 異なる視点から 
例えば・・・ 
貸出回数と手に取られた回数の二次元
ヒストグラムを授業ごとに作成してみる 
→なぜこのような分布になるのか？ 

例えば・・・ 
N棟に場所が変わった前と後のデータを
比較 
→利用の傾向が変わっているか？ 

館内での資料利用行動を 
明らかにする手がかりに・・・ 

ご清聴ありがとうございました。 13 
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